


































このような量子 ドット実験で重要となる主な定量パラメータは､温痩 (r)､どリア- ド
内面積 (Al3)､2DEGの電子濃度 (n2d)､そして電子波の出入口にある量子ポイントコ
ンタクト (QPC)での電子波モー ド数 (n)である｡どリア- ド内のダイナミックスを
考える際にはこれらのパラメータを用いて､電子波の位相干渉時間 (T¢)やどリア- ド内
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研究会報告
以上最近なされたカオティツクキャビティーの実験をまとめると､カオス ･レギュラー
転移に関しては多少問題があるものの､フラクタル挙動に関してはある程度説得性のある
仕事が行われている｡これらは量子ラッチェットなど【151の興味ある話題に進展していて､
今後のカオス複雑系がナノサイェンスに貢献していく有力な研究のひとっであると考えら
れる｡
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